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|二つの市民団体が戦争被害に関する院内フォーラム開催|

孫
の
代
ま
で
問
題
残
す
な

被
害
と
加
害
の
実
態
を
追
求

五
月
十
五
日
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
二
つ
の
市
民
団
体
が
『
戦
争
被
官
等
の
点
相
究
明
調
査
会
に
閲
す
る
院
内
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
聞
き
、

「
立
法
に
よ
っ
て
調
査
会
を
作
り
、
口
相
究
明
を
!
」
と
呼
び
か
け
た
。

7c 

「
従
軍
慰
安
婦
」

ヘ
暫
定
措
置
法
案
の
立
法
急
げ

主
催
し
た
の
は
「
戦
後
処
理
の
立

法
を
求
め
る
法
律
家

・
↑
伺
識
者
の

会
」
(
上
麗
貢
献
会
長
)
と
「
戦
争
被

害
調
査
会
法
を
実
現
す
る
巾
民
会

議
」
(
西
野
組
美
子
、
西
川
重
則
共
同

代
表
)
。

法
律
家

・
有
識
者
の
会
は
、

『戦

時
中
、
日
本
が
犯
し
た
非
人
道
的
行

為
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

調
査
会
を
設
置
す
る
法
律
を
。
そ
れ

に
よ
っ
て
被
害
者
に
謝
罪

・
賠
償
せ

ょ
。
高
齢
化
し
た
元
「
従
軍
慰
安
婦
」

に
は
、
断
固
定
的
に
国
庫
か
ら
支
払
う
断
固

定
信
用
U
法
案
の
立
訟
を
急
げ
』
と
、
一

九
九
じ
年
九
月
に
活
動
を
開
始
。

一

万
、
市
民
会
識
は
、

『
総
理
府
内
に
、

戦
争
被
害
に
関
す
る
調
査
会
を
白
き
、

政
府
の
予
算
と
機
闘
を
使
っ
て
、
円
本

政
府
お
よ
び
関
連
機
関
の
持
つ
非
公
開

の
資
料
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
、
世
界

各
国
の
協
力
を
得
て
、
被
害
と
加
害
の

全
体
像
を
調
査
し
、
そ
れ
を
国
民
の
共

荷
物
に
せ
よ
』
と
、
九
七
年
卜
一
川
に

発足。こ
の
目
、
一
般
百
六
十
人
、
国
会
議

員
六
人
、
議
員
代
理
の
秘
万
五
人
が
参

加
し
、
満
席
。
上
塵
会
長
は

「戦
後
五

ト
三
年
も
た
つ
の
に
、
政
府
は
い
ま
だ

戦
争
の
惨
禍
、
被
害
の
状
耐
空
調
査
し

な
い
ば
か
り
か
隠
そ
う
と
し
た
り
、
歪

め
よ
う
と
し
た
り
、
ま
た
、
歴
史
事
実

伊
は
っ
き
り
-
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
に

対
し
て
反
目
的
、
自
虐
的
行
為
と
い
う

者
さ
え
い
る
」
と
一
言
い
、
ア
ジ
ア
、
位

界
の
信
頼
を
得
、
友
好
伊
築
く
に
は
歴

史
の
事
実
を
認
め
、
歴
史
認
識
を

一
致

さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
作
業
伊
進
め
る
た

め
の
立
法
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

あ
い
さ
つ
。

議
員
の
側
か
ら
、
鯨
岡
兵
輔
さ
ん
は

「
あ
の
戦
争
を
体
験
し
た
者
と
し
て
、

運
動
を
し
て
い
る
人
と
自
分
と
の
聞
に

違
い
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
あ
る
と

し
た
ら
ど
こ
が
違
う
の
か
知
り
た
く
て

参
加
し
た
」
。
鳩
山
由
紀
夫
さ
ん
は
「
闘

釜
裁
判
で
国
会
議
員
の
立
法
不
作
為
が

問
わ
れ
た
。
避
さ
に
逸
し
た
思
い
が
す

る
が
、
真
剣
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
問
題
だ
」
。
栗
原
君
子
さ
ん
は
、
ア
メ

リ
カ
が
返
却
し
た
と
一言っ
て
い
る
七
三

一部
隊
の
資
料
の
所
花
に
つ
い
て
国
会

で
質
問
し
た
と
ζ
ろ
、
「
防
衛
庁
は
、

そ
ん
な
資
料
は
な
い
と
答
弁
。
隠
し
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に

一
般
市
民
に
は
ど
ん
な
資
料
が
向
処
に

あ
る
か
す
ら
分
か
ら
な
い
。
真
実
追
求

の
た
め
に
は
全
て
の
資
料
が
公
開
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
述

ぺ
た
。政府

・
関
連
機
関
の
持
つ
資
料
が
非

公
開
の
た
め
歴
史
解
明
を
遅
ら
せ
て
い

る
こ
と
は
、
こ
の
あ
と
発
題
し
た
吉
見

義
明
(
中
央
大
教
授
)
、
常
石
敬
一
(
神
奈

川
大
教
授
)
、
田
中
宏
(
一
橋
大
教
授
)
、

吉
田
祐
(
一
橋
大
教
授
)
さ
ん
ら
専
門

家
も
口
を
そ
ろ
え
る
と
ζ
ろ
だ
。
ど
の

く
ら
い
の
資
料
が
あ
る
の
か
。
一
つ
の

例
と
し
て
、
自
治
省
が
移
転
す
る
際
に

調
査
し
た
と
乙
ろ
、
川
内
務
省
文
古
も

含
め
積
み
重
ね
る
と
二
万
メ
ー
ト
ル
を

越
し
、
手
付
か
ず
の
も
の
も
多
い
と
い

う
こ
と
が
九
四
年
、
新
聞
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
全
部
が
歴
史
資
料
で
は
な
い

に
し
て
も
、
多
く
の
資
料
が
非
公
開
に

な
っ
て
い
る
ζ
と
は
想
像
が
つ
く
。

「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
を
研
究
し
て

い
る
吉
見
さ
ん
は
、
資
料
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
の
は
軍
慰
安
所
設
白

・

連
醤
に
関
す
る
軍
の
探
い
闘
与
。
あ
る

程
度
ま
で
わ
か
っ
た
の
は
、
軍
慰
安
所

で
の
使
役
の
強
制
、
未
成
年
者
の
連
行

・
使
役
、
徴
募
時
の
強
制
な
ど
で
、
乙

れ
を
明
確
に
す
る
に
は
旧
拓
務
省

・
内

務
省
が
持
っ
て
い
た
朝
鮮
総
督
府

・
台

間
総
督
府
関
係
の
資
料
、
防
衛
庁
の
軍

大
の
業
務
日
誌

・
従
軍
日
誌
、
旧
陸
軍

の
衛
生
関
係
資
料
、
外
務
省

・
法
務
省

の
極
東
国
際
軍
事
裁
判

・
B
C級
戦
犯

裁
判
の
資
料
な
ど
の
公
闘
が
必
要
だ
と

強
調
。「
資
料
調
査
の
ほ
か
に
関
係
者
や
H

元

慰
安
婦
u

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
大

切
。
政
府
が
行
っ
た
の
は
韓
国
人
の
H

元

慰
安
婦
u

十
五
名
だ
け
だ
が
、
台
構
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た

ち
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
、
も
っ
と
多
く
す

べ
き
だ
」
(
吉
見
さ
ん
)
。

田
中
さ
ん
は
「
十
五
年
戦
争
は
宣
戦

布
告
な
し
、
事
変
と
い
う
形
で
始
ま

り
、
終
始
一
貫
国
際
法
を
無
視
し
た
戦

す
べ
て
の
資
料
を
公
開
せ
よ
!

争
だ
っ
た
。
敗
戦
後
も
国
際
法
無
視
が

続
き
、
戦
争
被
害
者
に
対
し
て
永
山
町

が
や
っ
て
来
た
こ
と
は
、
日
本
人
に
対

し
て
は
戦
争
犠
牲
者
援
謹
法
な
ど
で
手

厚
い
援
助
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
外
国
の
被
唯
一
口
者
に
は
一
円
も
出
そ

う
と
し
な
い
。
乙
れ
に
対
し
て
裁
判
所

も
国
会
も
報
道
も
配
面
か
ら
取
り
ヒ
げ

よ
う
と
し
な
い
」
と
厳
し
く
指
摘
し
「
円

本
の
今
の
状
視
で
は
私
た
ち
の
求
め
る

法
律
は
作
れ
そ
う
も
な
い
。
ま
ず
公
聴

会
の
よ
う
な
も
の
を
発
足
さ
せ
て
、
本

気
で
被
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
」
と
提
案
し
た
。

続
い
て
各
地
か
ら
の
活
動
報
告
。

神
奈
川
県
で
は
『
「
慰
安
婦
」
問
題
に

閲
す
る
国
連
決
議
の
即
時
受
入
、
対
政

府
要
請
を
求
め
る
詰
願
H
〕
』
を
一-a十
八

自
治
体
に
働
き
か
け
た
。
一
a

ト
八
白
治

体
が
議
会
に
か
け
、
四
つ
の
自
治
体
が

意
見
書
を
政
府
に
提
出
し
た
。
山
川
県

か
ら
は
、
関
釜
裁
判
が
控
訴
さ
れ
た
報

告
、
千
葉
県
か
ら
は
「
適
正
な
教
科
書

検
定
」
を
求
め
る
意
見
苫
(
中
学
校
の

教
科
苫
で
の
H

従
軍
慰
安
婦
“
の
記
述

を
「
一
方
的
」
と
し
た
自
民
党
案
)

が
、
市
民
の
多
く
が
反
対
す
る
中
可
決

さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
議
員
の
田
中
甲
さ
ん
は
「
い

ま
国
立
国
会
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
図
書

館
内
に
恒
久
平
和
調
査
局
の
設
置
を
求

め
た
法
律
で
、
目
的
は
皆
さ
ん
と
閉

じ
。
互
い
に
情
報
を
交
換
し
、
協
力
し

合
っ
て
立
法
に
持
っ
て
い
こ
う
」
と
力

強
く
呼
び
か
け
た
。
議
員
で
こ
の
会
議

に
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
参
加
し
た
の

は
田
中
さ
ん
一
人
だ
っ
た
。

女性が力をつけるために

女
性
が
力
を
つ
け
る
た
め
の
活
動
を

応
援
し
ま
す
|
|
六
月
三
一
臼
「
女
性
連

帯
基
金
」
(
中
西
珠
子
代
表
)
事
務
所
が

文
京
区
に
オ
ー
ブ
ン
。
『
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
奨
励
白
』
の
応
募
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
「
女
性
連
情
基
金
」
は
前

・
国
会
議

員
の
中
西
珠
子
さ
ん
が
、
交
性
の
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
エ
ン
パ
ワ
i
メ

ン
ト
(
力
を
つ
け
る
こ
と
)
を
国
内
外

を
問
わ
ず
応
援
し
よ
う
と
昨
年
、
ア
メ

リ
カ
で
法
人
登
録
。
主
に
開
発
途
上
国

の
女
性
を
中
心
に
援
助
し
て
き
た
が
、

今
年
か
ら
は
同
時
に
け
本
の
京
性
議

員
、
特
に
地
必
議
会
に
タ
性
ι
信
用
や
す

活
動
に
力
を
入
れ
る
と
い
う

「
日
常
生
活
に
厳
も
信
行
し
た
政
治

を
行
う
地
方
議
会
に
、
五
%
し
か

K
性

が
い
な
い
。
し
か
も
全
体
の
半
十
数
の
議

会
は
女
性
が
零
。
こ
れ
で
は
ノ
ー
マ
ル

な
政
治
と
は
一
言
え
ま
せ
ん
。
環
境
問

題
、
高
齢
社
会
で
の
介
護
問
題
な
ど
ま

o 

ジダ/

国会議事堂が見える部屋で戦後処理の立法について語りあった

中西珠子さんが「女性連帯基金j設立

「エンパワーメント奨励賞」を

「地方融会に女性を増やすことが急務」と語る中西さん(右)と
スタッフたち

特

核
兵
器
の
廃
絶
を
!

新
日
本
婦
人
の
会

イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
相
次
ぐ
核

実
験
、
新
た
な
核
開
発
競
争
の
事
態

に
、
新
日
本
婦
人
の
会
(
井
上
美
代
会

長
)
は
六
月
三
日
、
東
京

・
銀
座
で
抗

議
の
緊
急
ア
モ
と
、
原
保
有
の
米

・
英
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川

H
H
H
H山
川
川
川
川
川
川
川
川
仙
川
札
川
川
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
て
緊
強
し
た
面
持
ち

。

リ

ヘ
チ
リ
ス
ー
プ
、
野
菜
サ
ラ

l
シ
ョ
ン
u

が
行
わ
れ
、
長
蛇
ヨ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
も
川

山

川

淵

ι明川
訓

川

川

町

市

相

川

淵

出

誠

司

川

つ
づ
い
て
、
双
方
の
子
ど
も
ダ
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
の
列
が
で
き
た
。
日
本
の
ミ
ュ
六
人
も
異
文
化
交
流
案
し
ん
川

、
・

1

4

w

-

、

二

'
ー
ー

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
描
い
た
十
メ
遺
跡
か
ら
の
歴
史
的
な
重
要

l
ジ
ア
ム
で
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
。
ま
た
、
野
外
ス
ペ
ー
ス
で
川

ら
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
機
会
に

l
ト
ル
近
い
絵
巻
物
の
交
換
。
文
化
財
や
プ
エ
ブ
ロ
の
掃
な
ど

光

景

だ

。

は

、
テ
Y
ケ
プ
エ
ブ
ロ
の
子
ど
川

な

る

こ

と

が

伺

よ

り

す

ば

ら

し

ピ

ク

リ

ス

プ

エ

プ

ロ

の

子

ど

も

が

展

示

し

て

あ

る

ミ

ュ

l
ジ
ア
食
事
の
後
は
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
も
た
ち
に
よ
る
弓
と
矢
に
よ
る
川

い
こ
と
で
す
」
。
北
プ
ヱ
ブ
ロ

・

た
ち
に
よ
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ダ
ム
の
中
で
、
観
客
た
ち
は
紙
皿
ム
会
館
を
使
っ
て
、
壁
画
ペ
イ
ダ
ン
ス
、
サ
ン
タ

・
フ
ェ
空
手
川

ア
ー
ト
委

員

会

委

員

会

会

長

の

ン

ス

」

が
披
露
さ
れ
た
。

と

紙
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
会
場
の
ン
テ
ィ
ン
グ
、
プ
エ
ブ
ロ
の
陶
愛
好
会
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

川

ク
ラ
ウ
ド

・
イ
l
グ

ル

の

ス

ピ

ネ

イ

テ

ィ

ブ

ア

メ

リ

カ

ン

の

w

噛
市

4
桝
叶
醐
園
周

ン
空
手
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
l
シ

ヨ

川

l
チ

が

行

わ

れ

た

。

イ

ベ

ン

ト

に

は

食

べ

物

が

出

る

M
4動
幽

圃

方

ン
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
が
行
わ
川

ケ
、
緑
色
村

a
aる
れ

た

。

川

(UM
綱
J

N

U

日
本
側
か
ら
お
か
伝
統
的
川

1
刻
劇
幽
圃
4
4時
制
ゆ
な
も
の
を
・
:
、
と
い
う
と
と
で
川

搭

5
冷

閣

』
州

協
脱
却
い
ろ
い
ろ
考
え
て
見
た
が
、

川

レ

!並
ぶ
闘

f

Tそ
う
い
議
会
の
な
い
白

川

珂

e

刷
比
二
本
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
恥
ず

川

町

副

ス

シ
か
し
い
か
な
、
伝
統
を
披
露
す
川

芸
、
コ

l
ン
ジ
ュ

エ
リ
ー
、
ド
る
よ
う
な
こ
と
は
伺
も
で
き
な
川

リ
l
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー、

タ
イ
い
。
そ
こ
で
み
ん
な
で
、
か
炭
川

コ
、
粘
土
の
マ
ス
ク
つ
く
り
、

鉱
節
“
に
の
っ
て
盆
踊
り
を
や
川

折
り
紙
、
書
道
、
生
け
花
な
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。
川

十
二
種
類
の
ア
l
ト
ヲ
l
ク

シ

川

!「女性ニューズ」は、読者とともにつくる新聞です |

一
九
九
三
年
七
月
二
十
五
日

午
前
卜
一
時
、
プ
エ
ブ
ロ
委
員

会
、
サ
ン
タ

・
フ
ェ
日
本
人
会

の
協
力
の
元
に
、
サ
ン
タ

・
フ

ェ
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

・
ア
ー
ト

・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
で
「
ジ
ャ
パ

ン
・
プ
エ
プ
ロ
子
ど
も
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
た
。
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
野
外

ス
ペ
ー
ス
に
は
丘
百
人
近
い
観

客
が
集
ま
り
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
は
、
浴
衣
や
半
て
ん
姿
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
'に

参
加
し
た
。

「
二
年
前
か
ら
日
本
と
プ
エ

ブ
ロ
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
異
文

化
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

アメリカ
サンタフ工=@浅葉和子必遊説選進撃

ロ
の
部
族
長
ハ

l
マ
ン

・
ナ
ガ

ヨ
の
挨
拶
。

日
本
か
ら
中
学
二
年
生
の
播

謄
英
司
君
、
プ
エ
ブ
ロ
の
子
ど

も
か
ら
小
学
校
六
年
生
の
ピ
ク

リ
ス
プ
エ
ブ
ロ
の
フ
ラ
ン
シ
l

子
ど
も
ア

l
卜
フ
工

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

「
日
本
と
プ
エ
ブ
ロ
の
子
ど

も
た
ち
と
の
異
文
化
交
流
は
プ

エ
ブ
ロ
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来

の
こ
と
で
す
。
来
年
は
是
非
、

プ
エ
ブ
ロ
の
子
ど
も
た
ち
が
日

本
を
訪
問
し
て
、
日
本
語
を
党

え
て
帰
っ
て
く
る
と
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
、
北
プ
エ
ブ

ヌ
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
剣

道
を
習
っ
て
い
る
英
司
君
は
、

白
か
す
り
の
着
物
に
紺
の
袴

姿
。
フ
ラ
ン
シ
l
ヌ
は
裾
に
刺

し
ゅ
う
の
模
様
の
入
っ
た
手
織

り
の
伝
統
衣
装
に
カ
ラ
フ
ル
な

シ
ョ
ー
ル
を
肩
に
か
け
、
白
い

モ
カ
シ
ン
(
ブ
l
y
)
を
履
い

の
が
通
常
な
の
で
、
会
場
に
は

日
本
人
会
と
ア
メ
リ
カ
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で

作
っ
た
三
百
個
近
い
お
に
ぎ

り
、
大
鍋
い

っ
ぱ
い
の
み
そ

汁
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
プ
レ
ッ

ド
、
プ
ラ
イ
ド
ブ
レ
ッ
ド
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ス
ー
プ
n

ポ
ソ

あ
ち
ζ
ち
で
昼
食
を
楽
し
ん
で

い
る
。
ま
た
、
展
示
場
の
一
角

で
は
、
サ
V
J
タ
・
フ
ェ
の
日
本

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
に
よ
る

"寿
司
作
り
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

保
有
国
に
要
請
行
動

-
仏
・
中
・
婦
の
各
国
大
使
館
な
ら
び

に
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
廃
絶
」
を
求

め
る
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

集
会
で
井
と
一
夫
代
会
長
は
「
N
P
T

(
販
拡
散
防
止
条
約
)
、

C
T
B
T
(版

実
験
全
画
祭
止
条
約
)
を
決
め
て
も
、

そ
れ
は
五
大
阪
保
有
閣
の
積
独
市
だ
っ

た
り
、
核
兵
器
開
発
の
抜
け
道
に
使
わ

れ
て
い
る
。
米

・
ネ
パ
ダ
州
の
実
験
場

で
は
未
臨
界
実
験
で
、
地
下
三
百
メ
ー

ト
ル
で
爆
発
す
る
小
型
の
核
兵
器
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。
被
爆
国
の
女
性
と
し

て
じ
っ
と
し
て
お
れ
な
い
と
、
緊
急
行

動
を
呼
び
か
け
た
」
。

デ
モ
隊
は
庵
す
ぎ
に
、
銀
座
一
丁
日

の
水
谷
橋
公
閣
を
出
発
、

「
険
界
か
ら

核
兵
器
を
な
く
そ
う
」
「
日
本
政
府
は
被

爆
国
の
役
割
を
果
た
せ
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
、
数
寄
屠
橋

公
園
付
近
ま
で
歩
い
た
。
参
加
者
は
百

五
人
。
昼
休
み
に
職
場
か
ら
か
け
つ
け

た
女
性
も
い
た
。

午
後
の
要
請
行
動
。
米
大
使
館
で
は

「
鼠
大
の
核
保
有
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

シュプレじコーJしをあげ、元気よくデモ
行進

岡
崎
、
ろ
み

前衆

Jι
員・新社会党副委員長

-
土
井
た
か
子

重

量
-
会
こ
窓
ま
な
λ
一
さ
ん
へ
の

蹴

E
t
r
t
J
-
1
3
4
l
i
t
-訣
別
宣
言

神

主

主
将
立
川
諮
問
主

ruU混
Z
問訪問
問
刊
誌
弦
刊
誌

一出
戸
れ
れ
じ
は
川
い
い
い
い
は
い

L
Hい
い
い
は
げ
は
川
H
H
H川
ド
い
い
じ
い
い
い
詑

璽
い
ま
な
ぜ
戦
争
責
任
を
問
題
に
す
る
の
か

誠

一育
一
・
映
画
『プラ
イ
ド
』批
判
!
『
教
科
-
置
に
真
実
と
自
由
を
』
連
絡
会
編
近
刊
合
予
1
8
0
0円

肪
U

軍
事
劇
劃
骨
骨
Z
E
E働
問
A
劃
出
問
m
m

授
業
・
「
従
軍
慰
安
婦
」
悦甥略的
・川県日川崎

松
田
道
雄
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
日
本

の
戦
後
を
つ
く
っ

た
万
々
の
計
報
を

聞
く
ζ

と
が
多

く
、
寂
し
い
が
、

松
田
さ
ん
は
、
町

の
小
児
科
医
と
し
て
忙
し
く
す

と
し
な
が
ら
、
育
児
の
医
学
の

多
数
の
著
書
で
大
き
な
影
響
を

与
え
、
一
方
で
以
の
町
か
ど
か

ら
」
は
じ
め
忘
れ
が
た
い
岡
管

ゃ
、
ロ
シ
ア
革
命
の
研
究
や
向

学
的
批
評
な
ど
、
多
様
な
活
動

で
も
異
色
の
人
と
思
う
V
私
が

松
田
さ
ん
を
初
め
て
知
っ
た
の

は
「
私
は
赤
ち
ゃ
ん
」
「
私
は
4

・

歳
」
(
岩
波
新
古
川
)
だ
っ
た
。
赤

ち
ゃ
ん
(
患
者
吋
人
)
が
主
人

公
で
、
物
語
鼠
に
話
が
進
む
ユ

ニ
ー
ク
な
育
児
刀
に
H
か
ら
鱗

が
本
ち
る
思
い
子
育
て
真
っ

居
中
の
私
は
、
そ
れ
か
ら
松
川

さ
ん
の
本
を
買
い
あ
さ
っ
た
も

の
だ
V
松
岡
さ
ん
の
論
は
な
に

よ
り
患
者
の
立
場
に
立
ち
、
働

く
母
を
徹
底
支
援
し
て
い
た
。

先
頃
、
乳
児
の
う
つ
ぶ
せ
寝
が

突
然
俳
ん
を
つ
む
と
厚
生
省
が
発

表
し
た
が
、
私
が
子
ど
も
を
生

ん
だ
六
0
年
代
、
外
国
で
は
「
う

つ
ぶ
せ
寝
」
が
吋
た
り
前
で
H

進

ん
だ
u

や
り
方
だ
と
、
盛
ん
に

一
言
わ
れ
て
い
た
'
T
つ
っ
伏
せ
寝

に
抵
抗
感
が
あ
っ
た
私
は
、
松

田
さ
ん
の
「
う
つ
ぶ
せ
寝
に
す

る
と
赤
ん
坊
が
大
人
し
い
と
い

う
の
は
、
そ
れ
だ
け
赤
ん
坊
の

全
身
の
運
動
が
拘
束
さ
れ
て
い

る
か
ら
」
「
赤
ん
坊
の
頭
の
形
が

い
び
つ
な
の
は
寝
か
せ
方
で
な

く
、
喧
伝
的
な
も
の
。
大
き
く

必
る
ま
で
に
同
然
に
な
お
る
」

と
い
フ
諦
L
安
心
し
て
仰
向
け

に
寝
か
せ
た
V
当
時
、
乳
児
の

下
痢
を
伴
う
冬
の
風
邪
が
「
小

児
仮
性
コ
レ
ラ
」
な
ど
と
名
付

け
ら
れ
大
げ
さ
に
扱
わ
れ
て
い

た
。
私
は
松
田
さ
ん
の
説
を
信

じ
、
注
射
や
点
滴
な
ど
せ
ず
、

ど
ん
ど
ん
水
分
を
と
ら
せ
、
慌

て
ず
対
処
し
た
。
子
ど
も
は
J

d

日
ほ
ど
で
回
復
し
た
V
・7
れ
し

く
て
、
松
田
さ
ん
に
お
礼
の
手

紙
を
さ
し
あ
げ
た
。
面
識
は
お

ろ
か
、
手
紙
を
出
す
の
も
初
め

て
の
私
に
、
折
り
、
盛
9
よ
う
に

松
田
さ
ん
か
ら
の
葉
書
が
届
い

た
。
松
田
さ
ん
は
ど
ん
な
手
紙

に
も
必
ず
す
ぐ
返
事
を
下
さ
る

と
い
う
こ
と
を
後
で
知
っ
た
。

日
常
の
礼
儀
が
松
田
さ
ん
の
育

児
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の

論
、
発
言
の
背
祭
に
あ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

e置盤霊.
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「
女
性
の
視
点
」
を
政
策
に

政
党
も
徐
々
に
変
わ
り
始
め
た

が
単
げ
ら
れ
、
政
治
の
仕
組
み

に
つ
い
て
は
、
比
例
区
の
男
女

交
苛
名
簿
探
刷
、
党
の
中
板
部

へ
の
女
性
の
教
用
を
位
進
す
る

こ
と
の
必
要
性
な
ど
が
諸
ら
れ

た。
ま
た
、
国
会
、
政
党
の
現
状

の
問
題
山
と
し
て
、
氏
一性
の
議

員
が
少
な
い
た
め
、
ん
且
件
が
抱

一
え
る
諸
問
題
じ
関
係
す
る
法
案

等
に
つ
い
て
の
現
状
議
が
H

く
対
策
が
遅
れ
気
味
で
あ
る
-
。

現
庄
の
、
企
業
本
位
の
政
策
か

ら
脱
却
し
転
換
を
凶
る
た
め
に

も
、
広
性
の
議
員
の
憎
加
を
推

し
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ

る
。
ま
た
、
性
泉
川
防
H
法
な

ど
の
法
案
に
つ
い
て
は
、
N
G

O
と
の
協
調
が
必
要
と
の
意
見

五
月

一十
じ
白
、
午
後
六
時
か
ら
事
ち
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
ホ
l
ル
で
北
京
J
A
C
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
良
性
議
員

ω

%
を
め
ざ
し
て
l
永
出
町
を
同
女
共
同
参
画
の
樹
に
」
が
、
容
議
院
議
員
候
袖
予
定
占
で
北
京
J
A
C
の
八
日

U
で
も
あ
る
大
脇

雅
子
さ
ん
(
社
民
)
、
小
向
山
洋
子
(
民
主
)
、
浜
四
沖
敏
了
さ
ん
(
公
明
)
、
円
よ
り
子
さ
ん
(
民
主
)
、
山
崎
紫
生
さ
ん
(
群
馬
選

挙
区
、
無
所
属
)
を
m
m
い
て
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
、
火
性
・
掛
件
を
含
め
て
百
人
近
く
の
聴
衆
が
つ
め
か
け
た
。

永
田
町
を
男
女
共
同
参
画
の
場
に

日
本
で
は
国
会
、
地
方
議
会

で
も
女
性
議
員
は
わ
ず
か
で

〈
衆
院
4
・

6
%
、
参
院
時

・

7
%
、
地
ト
刀
議
会
4
・
4
%
)
、

三
下
一ニ
門
一
の
白
治
体
の
六
期

近
く
に
久
性
議
員
が

一
人
も
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ム「凶

の
シ
ン
ポ
ぷ
ウ
ム
は
、
こ
-フ
し

た
背
履
か
ら
、
-

1
0
f

一
附
紀
に

は
女
性
議
員
五
O
%
世
実
刑
唱
し

地
位
向
上
ヘ

の
動
き
報
告

が

出

た

。

で

に

、

国

や

地

方

の

主

史

品

で

、

す
で
に
、
社
民
党
や
民
主
党
女
性

・
男
性
が
同
等
に
政
治
参

で
は
、
比
例
区
に
お
け
る
男
車
両
で
き
る
基
盤
宇
作
る
た
め
に

交
可
名
簿
の
採
用
を
決
定
し
、
-1
0

公
明
党
で
は
k
性
議
日
霊
十
数

に
す
る
政
策
を
掲
げ
て
い
る

等
、
K
性
の
進
出
に
つ
い
て
確

か
な
成
長
も
出
始
め
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
円
本
は
、
人
纏

の
尊
喧
を
め
ざ
し
た
社
会
シ
ス

テ
ム
の
幣
築
か
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
も
、
友
性
が

加
傾
的
に
政
治
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
投
票
砲
を
蔽
棄

す
る
こ
と
な
く
同
ら
政
情
に
参

画
す
る
こ
と
が
申
要
で
あ
る
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
会
場
か
ら
質
問
の

後
、
事
加
者
同
で
、
決
議
文

を
探
択

L
P
Z

【決
議
文
】

一0
0
0年
ま

①
私
た
ち
は
、
政
冗
が
、
選

挙
の
候
補
者
に
女
易
交
立
名
簿

や
ク
オ
タ
制
宇
事
入
し
、
広

性
を
政
党
及
ぴ
党
内
の
意
思
決

定
の
場
に
積
極
的
に
登
用
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

②
女
性
の
政
治
参
一
両
宇
猿
巡

す
る
と
い
-コ
私
た
ち
の
思
い
と

国
会
と
を
つ
な
ぐ
交
牲
の
議
員

候
補
者
を
応
援
し
ま
す
。

③
私
た
ち
は
、
火
性
の
政
治

参
幽
へ
の
意
識
宇
}
高
め
る
よ
う

に
、
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
、

N

G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
実
現
し
ま
す
。

(報
告
・
梶
本
時
子
)

映
画
「
プ
ラ
イ
ド
L

に
抗
議

侵
略
戦
争
を
賛
美
す
る
も
の

「
戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」
日
本
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
こ
は
ま
」
で

ょ
う
と
す
る
第
一
広
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

北
京
J
A
C
代
表
の
山
ト
泰

子
さ
ん
の
開
催
俊
拶
の
後
、
中

嶋
里
美
さ
ん
の
司
会
で
、
六
人

の
候
補
占
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
①

う
立
候
補
の
動
機
②
男
女
平
等
の

た
制
点
か
ら
国
会
及
ぴ
所
同
政
党

一

で
取
り
組
み
た
い
と
ρ
③
男
件

で

心

の

国

会

の

問

題

特

G

パ

O
と
の
協
力
の
あ
り
方
、
そ
の

は
他
、
女
性
の
一
視
点
か
ら
見
た
平

崎
和
維
持
の
た
め
の
取
り
組
み
と

動
経
済
政
偏
に
つ
い
て
も
意
見
を
一
点
一
一民
法
判
で
八
級
戦
犯
と
し

ι抗
議
し
た
。
同
時
に
、
市
震

が
聞
い
た
。
主
な
内
符
は
次
の
と
一
て
処
刑
さ
れ
た
東
条
英
機
宇
美
裁
判
は
、
植
民
地
宗
主
国
で
あ

出
お
り
。

一
化
し
た
映
画
「
プ
ラ
イ
ど
か
っ
た
建
函
に
よ
っ
て
行
わ
れ

即
候
補
者
か
ら
は
、
閉
山
女
平
等

一
全
国
の
東
映
系
劇
場
で
ヒ
映
さ
た
結
果
、
ア
ジ
ア
の
人
々
へ
の

れ
引
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

一
れ
て
お
り
、
各
所
か
ら
批
判
が
日
本
市
の
戦
争
犯
罪
は
軽
視
さ

昨
法
制
度
の
務
備
を
進
め
る
一
万
一
あ
が
っ
て
い
る
が
、
「
戦
争
と
れ
、

「慰
安

M
」
制
度
や
叫
ん
聞

が
で
、
政
冶
の
仕
組
み
ぞ
変
え
る

一
女
性
へ
の
単
力
」
日
本
ネ
ッ
ト
レ
イ
7
な
ど
女
性
へ
の
戦
争
犯

慣
乙
と
が
必
要
。
語
的
に
は
、

一
ワ
l
ク
(
V
A
W
W

N

E

T

吉

舎

罰

さ

れ

な

か

っ

た

世
襲
備
で
は
民
法
、
m
m
壁

一

J
a
ρ
a
n
)
に
集
う
女
性
と
し
て
、
事
裁
判
を
女
性
の

司
均
等
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

一
た
ち
は
六
月

一
目
、
豊
記
者
震
で
問
い
凶
す
こ
と
も
高

法
、
男
女
中
培
法
本
法
、
性
暴

一
会
見
を
聞
き

「以
突
を
ね
じ
ま
し
た
。

力
防
止
法
等
の
改
r
T
制
定
等

一
げ
侵
略
を
E
当
化
し
た
も
の
」

V
A
W
W
N
E
T
J
&

決
議
案
が
無
投
票
で
採
択
さ
れ
宣
言
五
十
胤
年
に
あ
た
る
こ
と

た
。
審
議
で
特
に
際
立
っ
た
の
か
ら
、
こ
れ
に
貢
献
し
よ
う
と

は
、
女
性
の
貧
困
の
問
題
、
暴
い
う
も
の
で
、
十
一
一
月
卜
円
の

刀
、
因
述
事
務
局
内
の
ジ
ェ
ン
記
念
式
典
に
間
に
合
わ
せ
て
一採一

女

l
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
。
択
さ
れ
る
」
と
い
う
。
一

貧
困
で
は
掛
済
的
な
エ
ン
パ
ワ
有
馬
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

↑

i
メ
ン
ト
の
立
復
、
暴
力
に
対
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
日
本

し
て
は
法
制
度
の
終
備
や
移
住
代
表
に
な
っ
た
日
照
依
ヂ
(
上

労
働
者
の
問
題
、
ま
た
、
紛
争
軒
大
ヤ
教
慢
)
さ
ん
は
、
「
誠

に
よ
る
集
凶
暴
h
H
も
指
摘
さ
れ
論
の
多
い
領
域
だ
っ
た
の
で
大

撤
廃
へ
と
い
う
ス
テ
イ
ト
メ
ン
変
だ
「
た
」
と
前
担
当
ヒ
、
ァ

ト
が
あ
っ
た
と
い
う
。

「困
迎
フ
ガ
二
ス
タ
ン
に
お
け
る
女
性

に
ジ
ェ
ン
曳
l
の
制
向
や
そ
の
と
k
児
の
状
侃
、
K
性
移
住
労

士
で
流
化
が
欠
く
こ
と
が
で
き
な
働
者
に
対
す
る
暴
力
、
高
齢
矢

い
も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
膏
議
件
と
支
俊
サ
ー
ビ
ス
な
ど
九
つ

の
過
程
を
は
て
、
決
議
ま
で
の
の
決
議
案
が
探
択
さ
れ
、
世
界

一

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
作
り
l
げ
る
女
性
会
議
が
、
西
暦
e

一0
0
0
一

こ
と
の
脱
し
さ
を
凪
じ
た
。
特
年
に
国
連
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
一

に
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
タ
》
」
の
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開

一

よ
う
に
コ
ン
ビ
ン
ザ
ス
を
得
る
併
、
女
F
差
別
撤
廃
条
約
の
選
一

の
か
、
そ
の
大
変
さ
を
涌
感
し
択
議
事
ほ
持
ち
越
し
に
な
っ
一

た
」
と
話
し
た
。
た
こ
と
な
ど
を
報
円
。
ま
た
、
一

第
ー
じ
、
l
八
回
国
辿
K
下
圃
述
人
権
高
等
弁
務
官
に
メ
ア

一

角
別
撤
廃
委
員
会
は
、
同
委
口
リ
l
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
(
前
ア
ィ
一

会
委
口
の
佐
藤
ギ
ン
下
(
証
券
ル
一
フ
ン
H
大
統
領
)
手
九
が
就
一

取
引
呼
監
制
委
日
会
委
員
)
さ
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
「
ロ
ピ
一

ん
か
ら
。
同
委
員
会
で
は
、
昨
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
人
権
救
角
を
一

年
の
第
卜
七
製
自
会
に
、
友
過
し
て
女
性
の
人
怖
が
大
切
で
一

子
注
則
撤
廃
条
約
の
留
保
に
関
あ
る
と
は
っ
さ
り
と
述
べ
、
大

一

す
る
一
般
勧
告
を
作
る
こ
と
が
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
人
。

一

提
案
さ
れ
、
第
l
八
同
の
蚤
員
彼
k
の
努
力
と
現
気
で
、
ジ
ェ

一

会
で
険
討
が
は
じ
ま
っ
た
。
次
ン
ダ
ー
が
主
流
化
す
る
こ
と
が

一

回
に
は
全
体
会
識
を
経
て
係
択
U
に
見
え
る
。
国
連
で
電
製
な

の
予
定
。
「
A
r
年
が
国
連
人
権
人
事
が
行
わ
れ
た
と
思
い
、
脳

一

し
か
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ

一

た。

一

尺

月

ト

ニ
円
、
償
浜
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
よ
こ
は
ま
で
、
凶
際

交
件
の
地
位
協
会
(
赤
松
以
子

会
長
)
恒
例
の
η

国
連
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト
“
が
、
(
財
)
楠
浜

市
女
性
協
会
と
の
共
佐
で
開
か

れ
た
。
今
年
の
一
ア
l
マ
は
「
ど

う
な
る
女
性
の
抱
利
9
世
界

人
権
な
言
バ
十
周
年
l

。
前
回
連

婦
人
の
地
位
蚕
国
会
の
日
本
代

点
だ
っ
た
打
胤
真
向
子
(
検
沢

(第3種郵便物認可)

Jでにどう空与す肱の縦'1
時 抗防団帆刻脚質問噛，帯会f生協会

第 1198雪第 1198雪

市
久
性
協
会
理
明
長
)
さ
ん
の

講
演
1

国
連
同
人
の
地
位
委
員

会
の

二
年
を
め
ぐ
勺
て
」
を

聞
い
た
後
、
「
第
宜
1
一
-
同
凶

連
総
会
第
一
委
員
会
」
「あ
l

七
、
十
八
回
困
連
広
子
y
白
川
撤

廃
委
員
会
」
「
第
四
1
一
回
同
連

財
人
の
地
位
長
山
国
会
」
の
報
告

が
あ
っ
た
。

ト
円
周
さ
ん
は
、
国
連
財
人
の

地
位
委
員
会
円
木
代
u

設
を
、
ー

3

一年
間
務
め
F
」
。
そ
の
経
験
か

ら
女
性
の
地
位
妄
民
会
の
渉
み

や
そ
の
役
割
を
蒔
代
追
っ
て
解

説
し
な
が
ら
、
今
委
員
会
で
住

円
さ
れ
て
い
る
議
題
な
ど
に
つ

い
て
一
弔
問
っ
た
。
同
委
員
会
は
、

国
連
の
社
会
経
済
理
事
会
の
巾

の
機
能
査
会
の
ひ
と
つ
。

ι

下
h
w
別
撤
廃
呑
口
会
と
共
に
、

国
重
内
で
m
安
平
等
問
題
担
ζ

山由

う
血
の
両
輪
と
も
一
己
う
べ
き
存

柁
だ
。
一
九
四
六
年
、
明
女
平

等
の
問
題
を
扱
う
べ
き
と
の
エ

レ
ノ
ア

・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
提

隔
で
生
ま
れ
ト
ョ

女
性
の
権
利
を
保
障
す
る
条

約
が
作
ら
れ
た
第
一
期

(
U
t

位
陣
)
、
多
く
の
闘
が
植
民
地
か

ら
独
立
し
、
幸
一回
の
女
性
の

開
発
、
貧
困
、
教
育
、
保
他
の

問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
y
プ
さ
れ

た
第
二
期
(
m
i
%
年
〕
、
友
子

差
別
撤
焼
条
約
探
択
で
人
権
の

側
面
に
ス
ポ
グ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
り
、
女
性
差
別
の
問
題
に
包

括
的
に
取
り
組
ん
だ
第
三
期

(苅
1
お
年
)
、
そ
し
て
北
一一実
日

4 ヘ

(第3種郵唖物盟可)

靖

~ .::a. ーー.，全~ 

6 

月

、
ノ
一
.
ス
リ
ラ
ン
力
量
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ4
一
報
告
「
量
と
の
立
一
生
を
唱
え
る
」

E
E
一
ロ
日
個
目
時
加
分
市
民
一
用
ボ
ラ
ン

d
一
テ
ィ
ア
・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
会
議

α一室
A

S

車

駅
す
ぐ
)
報
告

一
中
野
理
恵
(
A
V
N
)
、
ビ
デ
オ
上
限

日
一

5
0
0
円
字
幅
ア
ジ
ア
・
ボ

O
一
一
フ
ン
テ
ィ
プ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
F
(
A

T
一
V
N
)
園
田
・
3
2
8
8
・
9
6
3

月一
l

6

一
年一8
一
9
 
9
 

A
B
 

( 3 ) 

-
エ
ポ
ッ
ク
叩
ま
つ
り
i
m
四
四
い

て，

t
と
男
:

ロ
日
同
凶
時
加
分
、
日
日
川
叩
峠

43m時、

M
臼
側
同
時
1
日
時
エ

ポ
ッ
ク
叩
(
世
袋
駅
メ
ト
ロ
ポ
リ
ザ
タ

ン
円
す
ぐ
)

ほ
臼
川
ト
ク
「
限

品
躍
が
結
ぶ
夫
婦

js掴
出
宰
・
羽
田
澄

下
さ
ん
と
の
世
界
」、
日
H
H
ビ
デ
オ

上
闘
と
講
槌
「
理
瞳
ホ
ル
モ
ン
つ
て

な
に
0
」
小
島
正
実
(
毎
日
新
聞
編

挫
番
目
〉
ほ
か
、
同
日
川
講
醗
「
鶴

市開
ち
ゃ
ん
の
悼
掘
場
介
護
日
司
ハ

ト
w」
ほ
か
入
場
無
料
主
催
ー

同
実
行
番
詳
闘
は
岡
E
ン
タ
l圃

ω・
5
9
5
4
・
1
0
1
5

・
日
本
陣
ピ
ッ
ク
パ
ン
ジ
ャ
ー

み九なのへ ジです書いたνこと布、知らせたい
ことカ、あったら、ど九ど九世相して下さt、e

電話 03(3343) 1846 
編集部 (

FAX口3(3348)1890

ナ
リ
ス
ト
デ
l
・
い
ま
時
代
を
見
す

える町田
問
日
凶
日
時
立
軟
式
学
5
骨
館

大
教
室
(
1
R池
謹
駅
8
H
)
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
l
川
岸
京
喧
醐
(
楠
福

田大敵国間)、
報
告
H
川
人
博
(
過
明

死
井
護
団
)
、米
慰
問
志
(N
H
K
・

札
幌
)
、
加
藤
正
文
(
神
戸
新
聞
記

者
)
、
六
時
和
興
(
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
)
1
2
0
0
円
(
当
円
)

主
催
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
由
輯

圃

ω・
3
2
9
1
・
6
4
7
5

.
世
相
巨
デ
オ
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
担
迭
と
高
齢
者
福
祉
聖
わ
る
軍

躍
の
幹
』
匝
写
会

目
白
川
同
時
ド
i
y
七
ン
タ
l

(
地
、
京
阪
・
実
満
橋
駅
3
分
)

捕
料
主
世
M
&
K
メ
デ
ィ
ア
文

化
研
究
所
連
絡
松
長
口
堂
毎
回
岡

崎
・
9
1
0
・
8
6
2
7

・
い
ま
世
界
は
「
慰
安
柵
」
・
強

附
骨
働
問
聞
を
ど
う
見
て
い
る
の

か
?
1
ジ
ュ
ネ
フ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

現
地
報
曹

同
白
川
旧
時
リ
J

ユ
ア
・
ワ
I
ク

璽
M
5
F
・
餌
2
セ
ミ
ナ
ー
室
(
館

山
橋
駅
7
分
)
報
告
「
団
連
人

権
香
員
会
」
供
揮
進
(
朝
鮮
人
強
制

連
特
耳
担
調
査
団
)
、

「I
L
O
総

会」

持
帽
移
師
、
矢
野
詩
書
(
強
制

連
存
企
業
費
任
追
且
担
判
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
)
、
「
ワ
シ
ン
ト
ン
米
下

院
『
慰
安
婦
』
屠
柑
告
」
有
光
健
(
リ

ド
レ
ス
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
m
m
)

主
催
・間
合
せ
!
日
本
軍

「慰
安

婦
」
強
制
労
働
国
連
N
G
O
連
枯

盛
四
回
・
3
2
3
7
・
0
2
1
7

.
イ
ン
ド
永
シ
ア
の
一
π
「阻由民

柵
」
は
い
ま

木
村
公
一
E
現
地
報

告

日
日
同
凶
時
シ
ニ
ア
・
ワ
l
ク

車
由
民
(
薗
嗣
幅
駅
7
分
)
川
円

主
値
イ
ン
ド
末
、
J
ア
の
「
慰
安

婦
」
問
題
参
考
え
る
会
問
合
せ
i

p
H
5
0
5
0
・
1
3
7
・
9
7
1

9
(古
山
)

-
結
婚
の
軍
睦
を
問
う
雄
割
肘
踊

簡
3
9
7
回

日
目
崎
山
崎
山
胃
島
動
骨
欄
祉
会

館
(
地
掻
駅
西
日
)
テ
マ
「
一
軍

事
は
分
伺
し
て
(
問
分
の
己
と
は

問
分
で
せ
よ
、
だ
と
思
い
ま
す
が

)
」
問
合
せ
e

H
引
受
誌
研
]鍋

田
3
3
5
4

2
5
4
3
(
藤

村
)-
中
国
人
強
制
運
行
・
副
理
仁
さ

議
後
か
ら
今
日
ま
で
の
第
同
期

に
は
、
女
性
の
人
権
と
リ
フ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

・
ラ
イ

y
、
友
性
に
対
す
る
掛
力
に
H

が
届
き
始
め
、
こ
れ
ま
で
作
ら

れ
た
さ
ま
ざ
ま
の
条
約
な
ど
を

ど
の
よ
・
つ
に
中
止
わ
し
て
い
く
か

に
虫
市
が
白
か
れ
て
い
る
と
品

う
。
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ

ョ
ン
や
ア
フ
ァ
!
?
テ
ィ
ブ

・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
ん
箭
や
政
梢
へ

の
広
性
の
参
加
に
加
え
、
蹴

境
、
人
栂
、
人
川
、
判
会
開
売

な
ど
の
問
題
が
な
件
問
題
と
か

か
わ
り
が
あ
る
と
し
て
、
主
性

問
題
と
他
の
問
題
と
の
関
係
性

を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
勺
亡

さ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

報
告
で
は
、
同
辿
総
会
H
本

政
府
代
表
代
閉
山
の
杉
轟
長
子

(
日
本
交
手
大
学
教
授
)
さ
ん

が
、
第
五
1
一
一
何
回
述
総
会
第

一一
一長
U
会
の
女
性
問
題
審
議
に

つ
い
て
話
し
た
。
女
性
問
題
の

番
必
項
目
は
、
ル
メ
件
の
断
中
村
向

上
、
第
四
同
世
界
女
性
会
議
の

成
果
の
履
行
な
ど
で
、
八
つ
の

8
月
に
タ
イ
に
ツ
ア
!
を
計
画

ア
ジ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

.
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
A
V

N
)
の
「
が
ん
ば
れ
F
象
さ

ん
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
T
シ

ャ
ツ
展
示
即
売
会
は
、
大
き

な
反
響
で
総
売
卜
げ
が
1
3
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呼
び
か
げ
在
日
の
慰
安
婦
裁
判

を
場
え
る
会
連
楠

ー岡田
0
4
2
2

.引・

0
2
5
1

・
調
理
会
「
チ
ベ
ッ
ト
で
遣
い
た

い
」
ス
ノ
l
ラ
イ
オ
ン
の
固
か
ら
罪

描
慣
り
羽
田
川
、
引
面
川
フ
ォ
ー
ラ
ム

ょ
こ
は
ま
叩
百
円
日
時
加
分
「
チ

ベ
ッ
ト
片
道
切
特
の
牒
」
酉
借
主
主
主

(
チ
ベ
ッ
ト
研
究
)
、
日
時
「
チ
ベ
ッ

ト
の
ぞ
在
病
死
」
松
本
世
一
(
写
真

軍
)
、
引
臼
叩
叫
「
チ
ベ
ァ
ト
の
食

文
化
」
ギ
ュ
ル
メ
1
・
ワ
ン
ダ
ク
(
チ

ベ
ッ
ト
人
)
害
日
1
0
0
0
円
(
予

約
聖
付
中
)
同
時
開
催
と
し
て
写

真
展
「
チ
ベ
ッ
ト
空
風
の
地
人
」
(
山

H
S
M
口
ま
で
)
無
料
問
合
せ
r

チ
ベ
ッ
ト
交
流
合
曲
ル
幽
0
4
5
・

9
4
2
・
2
4
3
9
(
に
」
時
)

-
「
共
産
型
宣
言
」
四
周
年
配
念

-罰金引
白
川
日
時

総
詳
会
館
(
地
・

p
a
n
は
、
戦
時
、
武
ル
紛
争

下
の
女
性
へ
の
暴
力
の
問
題
を

刊
川
刊
の
女
性
た
色
F
」
共
に
と
り

組
み
た
い
と
結
成
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
で
、

u本
市
M
U
阪
線
制
を

政
く
「
女
札
国
際
戦
犯
百
出
廷
」

を
今
世
紀
末
に
開
催
す
る
こ
と

を
困
標
と
し
て
い
る
が
、
六
月

ピ
H
に
開
い
た
集
会
の
ハ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
内
泌

震
F
さ
ん
(
出
血
泉
K
学
幽
十
八
)

が
「
京
一
一目
裁
判
で
女
性
へ
の
戦

争
犯
罪
は
な
ぜ
抜
か
れ
な
か
っ

た
か
」
を
問
題
挺
起
し
た
。
ま

た
、
「
東
京
裁
判
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
で
聞
い
直
す
」
と
い
う

テ
!
?
で
、
h

『
侃
公
開
連
続
講

座
を
聞
く
こ
と
キ
許
画
し
て
い

る
。第
一
一
円
と
し
て
〈
映
画
「
東

京
裁
判
」
孔
官
官
性
の
視
点
で
み

る
集
い
〉
を
六
月
一
ト
七
円
に

行
い
(
日
峠
、
胤
-
R
Y
W
C
A
会

館
)
、
記
録
映
画

「東
京
抜
判
」

(
一
九
八
一
年
製
作
、
小
林
庄

樹
ぽ
血
管
)
キ

Z
映
、
内
海
愛
チ

さ
ん
が
解
説
す
る
。
以
後
、

今

年
中
に
一
、
四
阿
講
座
を
聞
く

予
定
。

映
画
「
プ
ラ
イ
ド
」
は
、
木

造
住
宅
肱
売
会
社
「
山
県
日
本
ハ

i
 

ウ
ス
」
(
木
社
・
盛
岡
市
)
の
創

4
こ
十
周
年
記
念
と
し
て
企
岡

さ
れ
東
映
と
東
京
映
像
製
作

(
こ
の
映
画
の
た
め
設
立
)
が

製
作
。
製
作
自
は
降
屈
の
映
聞

のい
h
伯
卜
五
億
と
い
わ
れ
、
点

円
本
ハ
ウ
ス
が
九
川
出
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
県
川
本
ハ

ウ
ス
の
創
立
省
、
会
長
の
中
村

功
氏
は

「教
科
S
b
t児
直
せ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
る
丙

年
自
由
明
冗
の
匁
色
。
製
作
発
点

会
で
製
作
高
の
浅
野
勝
昭
氏

(
点
京
映
像
製
作
社
長
、
取
H

本
ハ
ウ
ス
一
五
役
員
)
は
「
大
東

直
戦
争
は
門
衛
の
た
的
の
闘
い

だ。

u本
人
の
諮
り
を
取
民

徹
底
し
た
ム
権
尊
重
を

組
党
派
の
国
会
議
員
で
つ
く

る
「
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
議
員
連

盟
」
(
鯨
岡
氏
輔
会
長
)
、
お
よ
び

「東
デ
ィ
モ
l
ル
問
題
を
E
J
え

る
品
靖
国
怨
談
会
」
(
竹
村
長
ヂ
会

長
)
は
、
五
月
一

一十
九
日
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
革
命
下
に
お
け

る
よ
り
懲
医
し
た
人
権
尊
前
を

新
欄
茶
ノ
京
駅
す
ぐ
〉
発
言
H璽

堀
主
元
(
作
車
)
、
い
い
だ
も
も
(
作

宜
)
、
サ
7
y
・
プ
リ
ヤ
ン
2
7
(
ス

リ
う
ン
刀
人
民
解
放
戦
融
)
、
町
花
日

(
反
戦
地
空
)
世
1
0
0
0
円

烹
催
提
立

@
ω
・
3
3
6
6

・4
6白
百
U

-
女
世
労
働
セ
ミ
ナ
!
「
女
性
の

仕
事
と
結
料
」

nn刷
、
問
円
刷
、
お
円
刷
、
町
出

H
同
各
同
時
加
分
北
と
ぴ
あ
7
F

(
主
圭
駅
Z
分
)
辺
口
「
仕
事
と

生
前
1
働
〈
女
性
の
二
重
め
負
担
」

伊
藤
セ
ツ
(
昭
和
氏
了
大
教
問
)
マ

白
日
「
主
性
の
給
料
が
低
い
の
は
な

ぜ
な
の
か
ゆ
」
膏
ま
す
巽
(
田
町
女

F
短
大
助
教
慣
)
他
棋
料
申
込

み
・
問
合
せ
都
王
手
骨
政
事
弼
所

四

ω・
3
B
o
o
-
D
l
l7

・
い
ろ
り
ば
た
6
月
酎
輪
金

内
押
M
凶
同
時
山
山
分
神
保
問
区
民

会
館
・
ひ
ま
わ
り
館
(四

ω・
3
2

6
1
・
0
7
4
1
)

「プ
ル
サ
1

7
ル
引
画
か
ら
昆
え
て
く
る
原
ヂ
刀

晶
電
の
末
路
」
朝
井
怜
(
蝿
哩
と
共

に
腕
嵐
発
そ
を
子
会
〉
、
「
首
都
圏

を
か
け
ぬ
け
る
持
伊
総
輸
送
車
」
一
ニ

井
元
子
(
足
立

・
反
プ
ル
山
田
)
、
自
由

料
計
政
府
へ
要
請
広
が
る

求
的
、
ハ
ピ
ピ
大
統
領
な
ら
び

に
橋
本
門
相
あ
て
に
内
簡
を
送

っ
た
。内
容
は
(
l
)
平
和
的
に
信

条
を
表
明
し
た
だ
け
で
拘
紫
さ

れ
て
い
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
、
東
テ
ィ
モ
i
ル
人
宇
釈
放

し
、
す
べ
て
の
政
治
函
の
有
罪

判
決
に
つ
い
て
、
公
正
な
見
直

し
を
行
う
こ
と
。

(
2
)
過
よ
の
政
治
活
動
家

の

「失
綜
」
や
、
殺
~
下
h
m
件
に

関
し
て
独
江
し
た
調
官
と
説
明

を
求
的
、
モ
れ
ら
の
事
刊
に
凶

与
し
た
者
を
公
医
な
政
判
に
か

け
る
こ
と
。

(
3
)
第
五
十
凶
会
期
同
会

明
人
権
委
員
会
に
お
い
て
イ
ン
ド

が
〉
ネ
シ
ア
政
府
白
身
が
合
底
し
た

も
前
「
虫
テ
ィ
モ
ー
ル
の
人
権
状
況

を
強
ト
重
人
関
す
る
議
反
声
明
」
の
内
容

一
大
を
、
イ
ン
ド
ー
シ
ア
政
府
が
迅

り
げ
速
に
版
行
す
る
よ
主
め
る
こ

一
ー
と
、
の
一寸
点。

ー
ポ
ド
橋
本
首
相
へ
は
、
日
本
政
府

W
Mり
が
嗣
λ
の
疲
助
国
と
し
て
、
ィ

、
さ

・
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
こ
れ
を
中

ん
叩
し
入
れ
る
よ
う
、
ハ
ピ
ピ
大
統

一
、
月
領
へ
は
、
新
民
府
が
こ
の
三
山

町
は
何
に
取
り
組
V
4
う
要
請
し
て
い

之

こ

る
。

ノ
ア
ン
つ

一
方
、
官
界
人
橋
官
一ゴEr且卜

メ
守
周
年
を
記
念
し
て
、
人
権
擁
説

嬢
見
支
を
キ
ャ
ン
ペ
ン
キ
一
一
共
同
で
繰
り

広
げ
亡
い
る
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・

全
曲
し
た
。

当
日
は
、
朝
9
時
刊
分
開

会
。

ω時
か
白
国
会
議
員
、

厚
生
街
伺
当
者
、
そ
し
て
現

場
の
自
治
体
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
与
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

の
る
後
え
会

断
崎
町

険

寸

げ

臥

ロ
木
サ
ビ
国

護
事
f

介

食

討
輪
前
円
(
世
相
代
)
字
組
入
場
無
制
問
合
せ
ァ
同
財
団
鴎

ω

た
ん
ぽ
ぽ
書
鴎
閃
・
3
2
3
8
・
8

・
5
4
6
7
・
1
7
18、

阻
田・

0

3

5

5

4

6

7

・

1

9

7

7

(

研

究

釦

均

)

-
C
S
E
遣
で
伺
が
可
能
庁
?
眠

・
柏
田
ヱ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
セ
ミ

像
作
宜
デ
ヒ
l
リ
さ
九
四
番
組
作
り
ナ
l
「政
商
法
定
白
場
巳
主
性
の
嘗

同
行
局
ゆ
時
中
野
副
t
会
館
大
画
を
」

金
融
室
ピ
プ
オ
ヒ
眼
と
報
告
デ
お
H
川
は
時
加
分
秋
田
市
文
化

ピ
ァ
ド
・
デ
ヒ
I
リ
棚
円
主
催
会
館
(
山
五
7
丁
同
)
理
調
講
図

。
毘
離
の
メ
デ
ィ
ア
連
柏
会
田

ω・

阪
亜
久
零
す
(
秋
田
偏
副
知
事
)
、

3
8
3
0
・
8
5
8
8
報
開
「
女
性
を
揖
金
へ
造
る
パ
ッ
ク

-
R
曹
世
世
財
団
「
テ
マ
研
買
ア
ッ
プ
ゼ
ミ
ナ
!
l
n
や
ま
な
し
を

開
曹
金
」
開
僻
し
て
」
「
い
ノ
マ
尚
子
他
、
パ
ネ

お
目
闘
は
時
、
7
月
3
日
掛
茜
H
些
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
&
フ
リ
l
ト

時
南
東
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
(
地
キ
ン
グ
コ
デ
ィ
ネ
タ

・
韮
密
造
駅
H
2
出
口
7
分
)

マ

三
井
マ
リ
子
(
女
性
政
簡
嗣
兜
宰
)

四
百

「女
性
戸
雨
躍
に
聞
す
る
研
究
2
0
0
0
門
出
手
4

む
H川

財
産
・
共
向
性

・
ジ
ェ
ン
ダ
l
」
ま
で
に
主
催
岡
市
売
討
尋
問
合

広
世
清
吾
(
車
吠
世
田
)
、
嗣
船
員
知
せ
大
橋
細
0
1
8
8
・

n・
5
7

ヂ
(
お
茶
の
水
女
子
太
助
教
揖
)
、
卜
3
7
、
四
0
1
8
8
・
M
・
1
0
5

村
田
下
(
翠
京
憲
政
大
町
軟
回
)
マ

0

7
月
3
口
「
明
性
の
目
立
》
宅
の
晶

・
R
「
グ
ア
テ
マ
ラ
の
人
々
と
ふ

件
を
め
ぐ
る
面
兜
i
団
塊
世
代
空
中

1
1
1
1
1
1
J川
I
l
-
-

7

E

 

心
に
」
天
野
正
字
(
お
茶
の
水
女
I
l
l
1
1
1
l
L
U
l
l
-
-

F
K
散
慢
)
、
佐
藤
和
夫
〈
千
軍
大
教
れ
あ
う
、
7
ア
テ
マ
ラ
を
味
わ
う
」

担
)
、
山
罫
哲
哉
(
武
蔵
大
助
教
団
間
)
7
月
別
口
圃
3
8
月
2
H
川

コ

申
込
み
在
裡
は
が
き
モ
目
白
川
ナ
ピ
グ
ア
(
ゲ
ア
テ
T
7
つ
れ
あ
い

6
月
同
口
、
7
月
3
白
川
6
H
叩
百
聖
書
わ
れ
た
女
性
た
ち
の
会
)
や
蝿

〈
当
日
梢
印
有
効
〉
ま
で
に
郵
送
村
訪
問
、
高
地
の
市
場
を
通
る
旅

も、いっしょ。

National 

、、¥
、J、

吸電・ナ
い気・シ
と代・ヨ
りをナ
ま単ル

台分時

づL、

し
、
E
し
い
歴
史
認
識
を
伝
え

る
同
的
で
こ
の
映
幽
を
作
、

た
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

般
向
を
見
F
J
v
A
W
W
の
メ

ン
バ
ー
は

「仰
向
の
い
い
と
こ

ろ
ば
か
り
を
取
り
あ
げ
て
い
る

が
、
映
像
の
持
つ
力
も
あ
り
、

全
く
雌
史
を
知
ら
な
い
人
に
守

え
る
影
響
が
心
配
」
「
教
科
舟
か

ら
"
慰
安
川
ヂ
凶
題
を
抹
殺
せ

よ
と
い
う

ν
白
由
主
ぷ
史
観
“

と
同
じ
流
れ
。
国
際
的
に
も
ト
h

m
A
的
な
潮
流
が
あ
り
危
険
」
「
こ

の
映
岡
は
侵
略
験
予
の
張
本
人

の
質
実
。
日
本
の
誇
り
で
な
く

円
本
の
恥
を
さ
ら
す
も
の
」

と
、
諮
っ
て
い
た
。
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支

部
と
、
臼
然
化
粧
品
の
「
サ
・

芯
一ア
ィ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
メ
ン
バ

ー
は
六
川
一一
一
目
、
東
京

・
品
川

区
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館

に
、
労
働
活
動
家
の
デ
ィ
ダ
・

イ
ン
ダ

・
サ
リ
さ
ん
の
釈
欣
を

求
め
る
思
名
は
が
き

一
方
一
一
千

校
を
届
け
た
。

サ
リ
さ
ん
は
J

一l
五
歳
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
女
性
。
九
六
午
じ

月
、
労
働
者
の
段
低
口
金
の
l

昇
#
羨
め
会
デ
モ
に
参
加
。
懲

役
h
年
の
刑
を
受
け
拘
禁
さ

れ
、
米
だ
釈
放
さ
れ
て
い
な
い
。

は
が
き
は
全
国
内
十
九
の

「
4
・
ボ
デ
ィ

山ノ
ョ
ッ
フ
」
前

頭
で
、
甲
引
名
を
呼
び
か
け
た
も

の
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
六
月
十

円
ま
で
継
枇
中
だ
が
、
反
留
は

大
義
之
、
わ
ず
か
十
日
間
で
一

万
ゴ一
千
人
分
も
偲
ま
っ
た
。

六
時
飢
の
中
に
は
代
表
宜
人

が
入
り
、
仏
報
部
長
、
経
済
部

長
と
商
会
。
宮
名
は
が
き
の
点

を
机
の
k
に
楢
ん
で
、
要
前
を

行
っ
た
。一
一
l
分
の
約
束
が
約

一
時
間
に
な
り
、
患
見
の
や
り

と
り
が
行
わ
れ
F
』
。
両
部
長

は
、
サ
リ
さ
ん
の
釈
放
に
は
汽

泣
し
な
か
っ
た
が
、
新
政
府

は
部
の
政
治
囚
宇
品
駅
放
、
こ

れ
か
ら
も
順
次
釈
欣
し
て
い

く
」
と
述
べ
、
望
号
は
が
き
を

受
け
取
っ
た
と
い
う
。
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環境保全。
いま、東京ガスにできること。

半11ブーム由よヲになってしまうた地疎環壇問題てす帆事態が，軍軍リ化しているニともまた穆実ですヱキルギー田大量消費がもた勺す地碍;l!唖化

それによる巨大台風.干はつ、生態系的変化といった事態は、確実に起こり槽るニとなのでtす〈に対応可能な方摘は三つあると

東京ガスは考えていまt一つは、ょのクリーンなエネルキー白書入内私たちは、化石酷料の中でCO，や

SO.."NO，由量生量が量も少ない貰開ガス白導入令違めH'ます。ニつめ降、より高劫率な

エネルギーシステムの開尭。 例え11、鼎媒~まとめてつ〈り、一定地場に世給する“地埴，令唖耳システム ; ガス争時科として電気をつ〈り、

その排開で;令唖膚P館現"'fT;"コーγエネレーγ ヨノγステム"ゴ、理却朝や，可川の排舶を利用した"熟供給γステム

きM二、クリーノで極めτ耳効率の燃料電池、商品化に向けて取り組んでいます

そしτ、三つめ私たち 人人が生，舌に密珊した問題として珊境との調和令考えて行〈ことこれが一番軍事で、 書の近i量なのてすね

東京ガスは“天然ガス"を推進しています二

http: IIwww.panasonic.co.ip/pa川asonic-j.html
紙下電舗の.新情"をインタ ネyト上でご貫ください.総下電畿ホームベージお問い合わ世・お求め陰、お近くのナショナル・ICナソニッヲ商畠取鍛庖へどうぞ。/365H、いつもあなたと。お客自置と相獄センター函0120-878・365(酎9・-20・1
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水
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初
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V
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月
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円
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S
剖
日
圃
宿
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・
縄
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侵
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セ
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ま
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S
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
の
石
川
原
点
に
立
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
。

真
澄
さ
ん
(
元
朝
日
新
聞
記
が
、
今
の
日
本
で
国
民
投
票
を

者
、
新
潟
国
際
情
報
大
教
授
)
、
し
た
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
認
め

今
井
一
さ
ん
(
ジ
ャ
l
ナ
リ
ス
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ

ト)、
E
I
V訴
訟
の
川
田
龍
平
を
沖
縄
県
民
は
知
っ
て
い
る
」
。

さ
ん
ら
に
、
会
場
も
交
え
、
大
会
場
の
参
加
者
か
ら
「
安
保

討
論
と
な
っ
た
。
訴
訟
で
基
地
を
国
民
投
票
に
か
け
よ
う
」
「
住

新
し
い
つ
ね
り
も
起
と
っ
て
い
う
」
。
の
爆
音
被
害
と
闘
っ
て
い
る
民
間
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
。
そ
れ
が
、
「
直
接
民
意
を
「
選
挙
法
」
に
も
し
ば
ら
れ
「
新
横
田
基
地
公
害
訴
訟
団
」

ろ
う
」
「
一
部
の
新
聞
に
国
益
と

問
え
1
」
と
い
う
住
民
投
票
で
な
い
住
民
投
票
の
と
き
、
あ
り
の
報
告
も
あ
っ
た
。
い

2
言
葉
が
頻
繁
に
出
、
国
益

は
な
い
か
と
、
ま
ず
は
じ
め
は
と
あ
ら
ゆ
る
策
謀
は
共
通
で
、
住
民
投
票
で
民
意
を
問
え
と
に
反
し
一
部
の
住
民
の
利
益
の

各
地
の
住
民
投
票
を
闘
っ
て
き
巻
町

・
青
い
海
と
緑
の
会
の
坂
い
う
潮
流
に
「
議
会
制
民
主
主
た
め
の
投
票
は
お
か
し
い
と
書

た
市
民
の
報
告
。
井
雅
之
さ
ん
は
「
も
と
も
と
自
義
の
否
定
」
「
住
民
感
情
に
お
ぽ
き
ま
く
っ
て
い
る
。
そ
れ
へ
の

名
護
、
巻
町
、
御
嵩
町
、
神
営
業
の
多
い
保
守
的
な
町
で
長
れ
ず
、
国
益
を
考
え
ろ
」
と
い
反
論
も
少
な
い
一言
論
は
衰
退
し

戸
空
港
な
ど
を
闘
っ
た
(
い
年
飲
ま
什
葦
わ
せ
る
選
挙
を
し
ク
論
が
強
力
に
流
さ
れ
て
い
る
て
い
る
」
な
ど
沢
山
の
意
見
が

る
)
人
々
が
語
る
。
名
護
で
、
て
い
た
。
人
口
三
万
人
の
こ
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
出
た
が
時
間
切
れ
。

政
府
は
普
天
間
基
地
の
代
替
は
町
に
東
北
電
力
の
住
民
投
票
対
直
接
民
主
主
義
憲
法
違
反
論
石
川
さ
ん
が
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
し
か
な
い
と
策
費
は
四
億
円
と
聞
い
た
」
。
神
に
今
井
さ
ん
は
「
態
法
は
決
し
ン
へ
の
反
対
の
動
き
の
鈍
い
の

大
宣
伝
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
の
戸
空
港

・
住
民
投
票
の
会
の
荒
て
直
接
民
主
主
義
を
否
定
し
て
に
は
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
が
、

中
で
二
千
四
百
票
の
斧
を
つ
け
木
有
希
さ
ん
は
「
「
運
動
が
盛
り
い
な
ぃ
。
ま
や
か
し
の
論
法
と
安
保
条
約
の
本
質
、
ア
メ
リ
カ

反
対
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
上
が
る
に
つ
れ
市
は
敏
感
に
な
闘
お
う
」
と
言
い
、
「
安
保
問
へ
奉
仕
す
る
日
本
も
見
え
て
き

た
。
ヘ
ソ
基
地
反
対
協
代
表
の
り
、
集
会
を
し
て
も
、
市
か
ら
題
を
沖
縄
の
県
民
だ
け
に
お
し
た
。
安
保
は
、
い
ら
な
い
と
通

宮
城
康
博
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
莫
大
な
広
告
を
貰
っ
て
い
る
地
つ
け
、
投
票
さ
せ
、
ヤ
マ
ト
ン
告
す
れ
ば

一
年
で
廃
棄
で
き

日
米
安
保
、
日
本
の
行
き
方
を
元
紙
は
書
か
な
い
」
。
チ
ュ
ウ
は
向
を
し
て
い
る
る
。
安
保
は
い
ら
な
い
と
い
う

考
え
、
ノ
!
と
言
っ
た
。
は
じ
そ
ん
な
中
で
「
は
じ
め
産
廃
か
!
」
と
怒
る
。
こ
と
を
世
論
に
し
て
い
こ
う
」

め
国
と
市
の
問
題
だ
と
言
っ
て
処
理
場
が
で
さ
る
こ
と
な
ど
全
名
護
の
宮
城
さ
ん
は
冷
静
に
と
ま
と
め
、
司
会
の
伸
築
間
卓

い
た
大
田
知
事
が
投
票
の
結
く
知
ら
な
か
っ
た
町
民
が
、
町

「
国
民
の
良
識
を
信
じ
つ
つ
、
蔵
さ
ん
が
、
「
い
ま
、
大
き
な

果
、
反
対
を
明
確
に
し
た
。
安
長
襲
撃
の
こ
ろ
か
ら
心
を
一
つ
名
誰
は
精

一
杯
ノ
ー
と
い

っ

怒
り
が
起
こ
っ
て
い
る
。一

回

保
廃
棄
か
、
少
し
ず
つ
解
消
に
し
た
」
(
み
た
け
産
廃
を
考
え
た
。
そ
こ
で
大
田
知
事
は
原
点
で
は
た
り
な
い
。
ま
た
こ
ん
な

か
、
国
民
的
議
論
を
進
め
よ
る
会
・

長
谷
川
直
美
さ
ん
)
。

に
立
ち
帰
っ
た
。
日
本
国
民
も
会
を
や
ろ
う
」
と
結
ん
だ
。

れ
て
い
た
こ
の
時
代
に
、
彼
女
デ
ッ
サ
ン
す
る
。
娘
の
才
能
を
れ
、
妻
の
い
る
男
を
誘
惑
し
た
ェ
ル
ネ
ス
』
を
見
て
、
絵
か
ら
じ
、
学
生
時
代
そ
の
人
生
と
絵

は
男
の
画
家
が
描
く
の
と
は
異
認
め
て
い
た
父
親
は
、
新
進
気
娼
婦
と
ま
で
い
わ
れ
る
。
こ
の
発
散
さ
れ
る
官
能
と
残
虐
さ
に
画
史
と
を
平
行
し
て
描
く
、

実

な
る
、
力
強
く
迫
真
の
表
現
刀
鋭
の
画
家
ア
ゴ
ス
テ
ィ

l
ノ
・

体
験
が
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
を
後
え
魅
せ
ら
れ
、
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
の
験
的
な
短
編
映
画
を
作
り
上

を
こ
め
た
絵
画
を
残
し
て
い
タ
ッ
シ
の
士
房
に
、
修
業
に
行
て
い
く
・

。

人
生
を
調
べ
る
う
ち
に
、
「
レ
げ
、
さ
ら
に
劇
場
用
に
ド
ラ
マ

る
。
映
画
は
、
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
か
せ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
監
督

・
ア

イ

プ
裁
判
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
仕
立
て
の
作
品
を
作
っ
た
。

の
青
春
期
を
摘
い
た
も
の
だ
。

恋
愛
映
画
だ
が
、
そ
こ
に

し
川
区
長
わ
む
れ

封
建
制
支
配
の
十
七
世
紀

主
軒
許
制

μ一
訂
引
己
主

絵
画
で
女
性
の
強
さ
表
現

器
移
民
き
2

れ

、

世

界

中

の

芸

術

家

が

集

ま

フ

ラ

ン

ス

語

版

の

タ

イ

ト

ル

る
ロ
l
マ
の
町
で
、

莞
術

の

基

ニ

エ

ス

・
メ
ル
レ
は
、
美
術
学
知
る
。
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
の
絵
に
は
『
ア
ル
テ
ミ
シ
ア
』
。六
月
か

礎
を
学
び
、
進
歩
的
な
空
気
に
校
時
代
、
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
の
摘
は
、
彼
女
が
被
っ
た
レ
イ
プ
の
ら
、
東
京
・
渋
谷
「
ル
・
シ
ネ

ふ
れ
て
育
っ
た
。

く
『
ユ

l
デ
ィ
ッ
ト
と
ホ
ロ
フ
体
験
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
感
マ
」
で
公
開
。

一
六
一

O
年
、
十
七
歳
の
ア

一一一一三一三一三一一二三三一三一三三一一一三一三一一一一一三一
一三一三一-一一=

ル
テ
ミ
ジ
ア
(
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ

R
・
関
内
駅
北
口
l
分

)

横

ナ
・
チ
ェ
ル
ヴ
ィ
)
。女

性

画

家

浜

に

ゆ

か

り

の

深

い

オ

ピ

ニ

オ

へ

の

「

禁

制

」

に

満

足

で

き

な

ン

・

リ

ー

ダ

ー

お

名

の

想

い

出

か
っ
た

彼

女

は

、

鏡

に

映

る

自

の

横

浜

の

シ

l
ン
を
写
真
パ
ネ

分

の

裸

体

を

描

き

、

幼

な

じ

み

ル

と

コ

メ

ン

ト

、

エ

ッ

セ

ー

で

の

漁

師

に

キ

ス

と

ひ

き

か

え

に

紹

介

無

料

問

合

せ

・

:

同

シ

裸

を

見

せ

て

も

ら

い

、

肉

体

を

ョ

l
ル
l
ム
回
0
4
5
・
2
6

1998年 6月 10日 (7J<B霊臼〉 (4) 

新
し
い
う
ね
り
住
民
投
票

国
民
的
議
論
で
安
保
を
考
え
よ
う

集会「し、のち・くらしから『国益Jを問うj

民
意
伊
実
現
す
る
全
国
大
交

流
集
会
「
い
の
ち

・
く
ら
し
か

ら
『
国
後
』
を
問
う
」
が
五
月

三
十
日
、
東
京
池
袋
の
立
教
大

学
で
聞
か
れ
た
(
主
催

・
日
本

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
)
。

戦
前
の
「
お
国
の
た
め
に
」

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
「
国
益
」

と
い
う
言
葉
が
大
手
を
振
っ
て

ま
か
り
通
る
近
と
ろ
。
し
か
し

~ .:1 

絵
画
が
男
性
の
領
域
と
さ
れ

て
い
た
十
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア

・ロ
l
マ
に
、
画
才
に
あ
ふ
れ

串主一

る
一
人
の
女
性
が
存
在
し
た
0

4
一
美
術
史
上
、
初
の
女
性
画
家
と

い
わ
れ
る
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
・
ジ

ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ

(
1
5
9
3

1
1
6
5
3
)
だ

封
建
制
に
基
づ
く
規
範
が
支

配
し
、
と
り
わ
け
女
性
が
縛
ら

ー-主主(第3種郵便物認可)

砂271‘

z 

を考えた住民投票の現場からの報告をもとに「民意」

ア
ゴ
ス
テ
ィ

l
ノ
と
恋
愛
関

係
と
な
り
、
初
め
て
の
性
体

験
。
衝
撃
を
受
け
な
が
ら
も
ア

ル
テ
ミ
ジ
ア
は
、
そ
の
感
覚
を

絵
の
中
に
投
影
し
て
い
く
。

二
人
の
関
係
を
知
っ
た
父
親

は
、
強
か
ん
の
罪
で
ア
ゴ
ス
テ

ィ
l
ノ
を
告
発
す
る
。
裁
判
が

始
ま
り
、
屈
辱
的
な
品
開
査
扮
さ

れ
る
ア
ル
一
ア
ミ
ジ
ア
。
男
性
性

器
の
デ
ッ
サ
ン
を
持
ち
出
さ

に
よ
る
も
の
で
す
。

ス
パ
イ
ス
の
使
い
方
に
は
、

下
と
し
ら
え
、
調
理
中
、
調
理

後
な
ど
の
段
階
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
の
相
理
は
、
そ
ら
豆

自
体
の
お
い
し
さ
砂
牛
か
す
た

め
、
調
理
後
に
ス
パ
イ
ス
を
付

け
て
食
べ
ま
す
。幽
叡

第 1198号

口一月

V
ヨ
コ
ハ
マ
、
興
風
の
歌
1

わ
た
し
の
好
き
な
横
浜
・
写
真

6 

《
そ
ら
豆
と
小
柱
の
か
き
揚

げ
》

【
作
り
方
】

①
そ
ら
豆
は
さ
や
か
ら
取
り

出
し
、
豆
の
底
(
黒
い
筋
の
反

対
側
)
に
豆
に
沿
っ
て
切
り
込

み
を
λ
れ
る
。

②
鍋
に
担
問
歩
た
っ
ぷ
り
沸
か

し
、
塩
小
さ
じ
l
(分
量
外
)

を
入
れ
、
5
1
6分
(
少
し
固

め
)
ゆ
で
、
皮
の
黒
い
部
分
を

つ
ま
み
、

一旦
伊
出
す
。

ロ
③
小
杵
は
水
気
を
ふ
さ
取

椴
り
、
塩
を
ふ
る
。

杭
索
ウ
ル
に
天
ぷ
ら
粉
、

配
卵
、
冷
水
、
パ
セ
リ
を
サ
ッ
ク

の磯の柱と味甘の豆らそ

山
板
は
、

H
本
が
原
屋
。

昔
か
ら
薬
や
調
理
の
素
材
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

古
く
は
果
実
を

「は
じ
か

み
」
、
若
葉
を

「木
の
芽
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
二

つ
の
名
前
の
た
め
、
い
つ
し

か
ス
パ
イ
ス
名
を
植
物
名
で

す
が
、
別
に
テ
ン
マ
メ
、
ナ
ツ

マ
メ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

5
1

6
月
頃
出
回
り
、
加
熱
す
る
と

美
し
い
ひ
す
い
色
に
な
る
の

で
、
料
理
の
彩
り
も
よ
く
、
青

野
菜
と
し
て
大
い
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C
、
B
l

今
月
の
、
テ
l
マ
素
材
は
さ
や
が
空
に
向
か
っ
て
い
る
が
比
較
的
多
く
、
独
特
の
甘
み

「
そ
ら
豆
」
で
す
。
の
で
そ
ら
豆
と
呼
ば
れ
て
い
ま
は
「
ベ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
質

閣
議
が
原
露

2
遡
ゅ
の
噂
ザ
識
が
識
の
d

先

展

s
c
e
n
e
-
1

1
日
同
〈
''7
月
7
白
川
叩
時

i
同
時
※
水
曜
休
館
東
京

ガ
ス
横
浜
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

(
J

リ
混
ぜ
合
わ
せ
、
そ
の
中
に
そ

ら
豆
、
小
柱
を
加
え
、
種
を
作

る
。⑤

揚
げ
油
を
中
温

(m℃
)

に
熱
し
、
種
を
ス
プ
ー
ン
に
取

り
、
ホ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー

ト
の
表
に
の
せ
、
シ
ー
ト

C

と
、
油
の
中
に
流
し
込
む
。
火

が
通
る
と
、
種
と
シ
l
ト
が
は

が
れ
る
。

⑥
カ
リ
ッ
と
揚
が
っ
た
ら
油

を
切
り
、
花
椴
塩
で
い
た
だ

/
¥
。

(
資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン
側

食
品
研
究
所
/
料
理
指
導
・
園

田
じ
口
子
)

あ
る
サ
ン
シ
ョ
ウ
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

材料 (4人前)

そら豆(さや付き) 600 g 、小柱60
g、ねぎ弘本、塩少々、パセリ(ドラ
イ)小さじ l、天ぷら粉(市販品)大さ
じ3、卵 l個、冷水大さじ l、あげ油適
室、ホットクッキングシート (5cm角〉
8枚、花椴塩小さじ 2

正
し
く
は
「
呉
の
は
じ
か

み
」。
中
国
の
呉
の
時
代
に
シ

ョ
ウ
ガ
が
臼
本
に
渡
来
。
食

べ
た
印
象
が
日
本
の
「
は
じ

か
み
」
に
似
た
辛
味
が
あ
る

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

シ
ョ
ウ
ガ
の
と
と
を

「は

じ
か
み
」
と
言
い
ま
す
が
、

一
九
七
O
年
刊
行
の
本
書
は
も
な
か
な
か
の
人
物
で
、
白
人

自
伝
と
い
う
副
書
名
が
つ
い
て
と
黒
人
が
住
み
分
け
ら
れ
て
い

い
る
が
、

「自
分
が
し
た
こ
と
た
小
さ
な
町
で
、
幼
い
孫
た
ち

で
な
く
、
社
会
が
私
に
対
し
て
を
し
っ
か
り
と
育
て
た
。
そ
の

伺
を
し
た
か
」
を
書
い
た
こ
と
お
蔭
で
マ
ヤ
は
、
人
間
と
し

で
、
自
伝
で
あ
り
な
が
ら
小
説
て
、

黒
人
と
し
て
の
差
別
に
出

と
し
て
読
め
る
。
そ
れ
も
、
第
会
っ
て
も
負
け
ず
に
目
的
を
果

一
作
(
全
五
部
作
)
で
あ
る
本
た
し
て
い
く
。

書
は
生
き
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
八
歳
の
と
き
母
の
家
で
母
の

い
向
き
合
っ
た
少
女
の
、
た
く
愛
人
に
レ
イ
プ
さ
れ
、
愛
人
は

ま
し
さ
と
お
お
ら
か
さ
が
満
ち
誰
か
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件

あ
ふ
れ
た
魅
力
的
な
読
み
も
の
も
起
こ
る
が
、
十
七
践
で
未
婚

マ
ヤ

・
ア
ン
ジ
エ
ロ
ワ
の
名
だ
。

の
母
と
な
る
ま
で
の
こ
の
第

一

は
、
歌
っ
て
踊
れ
る
女
優
か
ら

一
九
二
八
年
、
セ
ン
ト
・
ル
部
で
、
す
で
に
作
者
そ
の
人
の

作
詞

・
作
曲
・
脚
本
・
演
出
家
イ
ス
に
生
ま
れ
た
マ
ヤ
は
、
両
人
間
像
が
鮮
か
に
浮
か
び
上
が

に
始
ま
り
、
い
ま
や
作
家
、

詩

親
の
離
婚
で
三
歳
の
と
き

一
歳
っ
て
く
る
。

人
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
広

上
の
兄
と
父
方
の
祖
母
の
も
と
ア
メ
リ
カ
で
小
説
も
エ

ッ
セ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
訳
者
の
矢

に
送
ら
れ
る
。
手
首
に
行
先
を
イ
も
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
続
き
と
い

島
翠
さ
ん
の
言
う
通
り
、
肩
書
書
い
た
荷
札
を
つ
け
ら
れ
て
。

つ
の
も
う
な
づ
け
る
。

(
陽
)

は
「
み
と
と
な
『
に
ん
げ
ん
』

ア
l
カ
ン
ソ
l
州
ス
タ
ン
プ
ス

(

立
風
苫
房

本
体
A

一千
三
百

と
い
う
よ
り
ほ
か
な
い
」
。

で
、
居
屋
を
聞
い
て
い
た
祖
母
同
)

2
・
1
5
0
0、
四
0
4
5
・
で
難
病
に
冒
さ
れ
位
歳
の
若
さ

2
6
2
・
1
0
5
8

で
亡
く
な
っ
た
チ
ェ
リ
ス
ト
、

V
中
村
梧
郎
写
真
展
『
環
境
ジ
ャ
ク
リ
1

ヌ
・
デ
ュ

・
プ
レ

百

禍

』

の

実

話

砂

基

に

し

た

戯

曲

。
本

日
日
凶
i
m日
附
9
時
1
げ

邦

初

三
田
和
代
、
磯
部
勉

時

※

6
/
却
休
館
エ
コ
ポ

5
0
0
0円
(
全
席
指
定

・
税

リ
ス
セ
ン
タ
ー
(
東
武
・
と
き
込
)
前
売
:
・
チ
ケ

ッ
ト
び

わ
台
駅
日
件
箇

ω・
5
9
7
0
あ
、
チ
ケ
ッ
ト
セ
ゾ
ン
ほ
か

・
5
0
0
1
)

自
に
見
え
な
巨
頭
販
売
・
:
紀
伊
園
塵
イ
ン
フ

い
形
で
進
む
環
境
破
壊

・
環
境
ォ
メ
l
シ
ョ
ン
問
合
せ
・
申

汚
染
の
実
態
を
生
活
に
身
近
な

、手
今
:
地
人
会
田

ω・
3
3
5

視
点
か
ら
シ
ャ
ー
プ
に
写
し
出

4
・
1
2
7
9

す
マ
6
月
別
日
同
は
時
間
・
で

V
『
ナ
ヌ
ム
の
家
日
』
上
映

ン
タ
l
視
聴
覚
ホ
l
ル
で
ト
l

会

ク
ラ
イ
ブ
(
別
名
)
※
希
望
者
羽
田
凶
H
時
加
分
、
同
時
加

は
往
復
ハ
ガ
キ
で
ロ
日
必
着
一T

分
横
浜
市
岩
間
市
民
ブ
ラ
ザ

ー

7
4
1
0
0
6
3板
橋
区
前

野
町
4
1
6
1
1
エ
コ
ポ
リ
ス

セ
ン
タ
ー
「
ト
l
ク
ラ
イ
ブ
」

係
無
料
問
合
せ
・
同
セ
ン

タ
ー
回

ω・
5
9
7
0
・
5
0

ハU
'
iV
地
人
会
第
町
田
公
演
「
デ

ュ
エ
ッ
ト
の
あ
と
に
」

げ
白
川
川
i
初
日
同

日
時

(
初
日
、
引
日
、

M
目
、
計

口
、
羽
田
、
羽
田
)
、
同
時
※
幻

日
休
演
紀
伊
闇
屋
ホ

l
ル

(
新
宿
駅
東
口
3
分
)
お
歳

「
ス
卜

l
カ
!
と

闘
い
続
け
た
女
」

ラ
ヴ
オ
ン
・
ス
カ
リ
ア
ス
&

パ
|
パ
ラ
・
デ
イ
じ
ス
著

秩
岡
史
駅

こ
れ
は
篤
〈
ベ
き
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
著
者
の
う

ち
ラ
ヴ
オ
ン

・
ス
カ
リ
ア
ス
は

レ
イ
プ
(
ス
ト
l
キ
ン
グ
も
さ

れ
た
)
の
被
害
者
、
パ

l
パ
ラ

・
デ
イ
ピ
ス
は
救
援
セ
ン
タ
ー

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ

る
。ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
に

「
歌
え
、
朔
べ
な
い

鳥
た
ち
よ
」

マ
ヤ
・
ア
ン
ジ
ヱ

ロ
ウ
自
伝

マ
ヤ

・ア
ン
ジ
エ
ロ
ウ
著

矢
島
翠
訳

住
む
ラ
ヴ
オ
ン
は
夜
、
窓
ガ
ラ

ス
を
割
っ
て
進
入
し
て
き
た
男

に
レ
イ
プ
さ
れ
、
切
り
つ
け
-
ら

れ
血
だ
ら
け
と
な
っ
た
。

彼
女
が
し
っ
か
り
証
言
し
た

た
め
犯
人
は
二
十
年
の
刑
を
受

f
た。が
、
か
れ
は
七
年
で
出
獄
、

そ
の
こ
と
を
省
察
は
一
フ
ヴ
オ
ン

に
知
ら
さ
な
か
っ
た
た
め
、
彼

女
は
ま
た
レ
イ
プ
を
受
け
る
。

今
回
は
足
の
骨
が
砕
け
、
手
の

親
指
を
失
う
と
い
う
凄
ま
じ
い

も
の
だ
っ
た
。

ナ
イ
ロ
ン
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を

顔
に
か
ぶ
り
指
紋
を
完
全
に
暗

し
て
い
た
が
、
一
フ
ヴ
オ
ン
は
声

や
態
度
で
同

一
犯
と
わ
か
る
。

し
か
し
、
省
察
は
目
を
つ
け
て

い
た
別
の
性
犯
罪
前
科
者
に
こ

だ
わ
り
、
逮
捕
は
遥
れ
、
そ
の

間
一
フ
ヴ
オ
ン
は
犯
人
の
い
や
が

ら
せ
の
電
話
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ

け
る
。一
フ
ヴ
ォ
ン
の
思
い
と
響
察
の

考
え
は
か
み
あ
わ
ず
、
周
囲
は

偏
見
に
み
ち
て
い
る
。

一フ
ヴ
オ

ン
を
支
え
た
の
は
パ

l
パ
ラ
らiil鹿島
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救
援
セ
ン
タ
ー
の
人
々
だ
っ

た。
一
フ
ヴ
オ
ン
は
勇
気
を
持
っ
て

闘
い
、
犯
人
の
終
身
刑
を
か
ち

と
り
、
さ
ら
に
一
九
九
三
年
テ

キ
サ
ス
州
で
「
ス
ト
!
キ
ン
グ

禁
止
法
」
を
成
立
さ
せ
る
の
で

あ
る
。激
し
い
俸
験
が
詳
し
く
生
々

し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
犯
人

が
最
初
の
犯
行
の
三
年
前
か
ら

一フ
ヴ
オ
ン
と
顔
見
知
り
で
当
時

か
ら
無
言
電
話
を
か
け
て
い
た

こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
的
い
や

が
ら
せ
を
し
な
が
ら
射
精
は
し

て
な
い
こ
と
な
ど
、
強
姦
に
対

す
る
世
間
の
常
識
と
の
差
を
は

っ
き
り
物
語
っ
て
い
る
。

「
レ
イ
プ
は
性
的
満
足
追
求

で
は
な
く
権
力
と
征
服
欲
の
満

足
の
追
求
で
あ
る
。
実
際
に
殆

ど
の
レ
イ
プ
犯
人
は
不
能
者

で
、
被
害
者
の
怖
が
る
顔
や
声

に
興
奮
す
る
」(
本
書
刊
ペ
ー

ジ
)
と
い
う
事
実
を
改
め
て
知

っ
た
。
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0
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3
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1
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な
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わ
県
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動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
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ー
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タ
l
ケ
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ス
陥
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私
が
、

私
で
あ
る
色
。
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クレ?I

ラッフ。といえばい. 髪にやさしい自然のトリートメント

成分がたっぷり 。クリームタイプで、

より染めやすくなって新登場。

ニュークレ ラ yプ幅3仇m X畳~ 20m

コーか;:anl
圃60'む~官4σむ--圃園司‘圃..  

・・・・・・・・E 司明~\n宮市

いって内もサッと引き出せて、すばやくむだなく包めるワンタッチラッピンク;水蒸気や酸素を通しにくくコシとツキも抜群の素材

だから、お料理の昧と香りをしっかり包んで逃がさない。おまけに耐熱温度140"C耐冷温度マイナス6O"C、フリーザーから出して

そのまま電子レンジ口、れでも大丈夫o1: ¥、えばもちろん、ごぞんじクレノサットの ~..壷品川‘ー~司開弓酢
ニュークレラツズ品質の違いは、お使いになれば、きっとおわかりいただIt抗日目白'喝可::>>..，....，可::>>V.I、，。

-わずか10分で向竪もしっかり染まります0

・色落ちが少なく、きれいな色が長もち。

-持ちやすく、塗りやすい専用コームブラシ

付きだからスムーズに毛染めが行えます。

。おしゃれしらが染めで、2(より 明るい栗色)
から7(濃い栗色)まで全 6色揃ってい ます。
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